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抄録
本研究の目的は解離傾向と感情制御困難性との関連の特徴を、男女差という観点から検討する
ことであった。大学生 288 名（男性 108 名・女性 180 名）を対象に、解離性体験尺度（DES）と
感情制御困難性尺度（J-DERS）からなる質問紙調査を実施した。その結果、DES と J-DERS の得
点の高低には男女差は認められず、相関分析では男女ともに DES 得点と J-DERS 得点との間に有
意な正の相関が示された。しかし続く重回帰分析では、DES と J-DERS との関連の特徴には男女
差が確認され、男性では J-DERS の下位因子のうち、“感情制御方略の少なさ”のみが DES に対
し有意なパスを示したのに対し、女性では、“感情自覚困難”と“行動統制困難”が DES に有意
なパスを示した。最後に、DES と J-DERS との関連の特徴を男女別に検討し、解離研究における
男女差に着目することの意義が議論された。
1．問題と目的
一般に解離とは、「正常ならばあるべき形での知識や体験が、意識や記憶の流れに正常に統合さ
れていないことを一つの条件とする概念」（Putnam, 1997）と定義される精神現象である。Putnam
（1997）は、個人が体験する解離の具体例として、行動の自動化、空想や物語への没入体験、離人体験、
現実感の喪失体験、苦痛の無視、記憶の欠落、同一性の変容、解離性トランス状態、催眠状態、
憑依体験、夢遊状態、体外離脱体験、臨死体験などを挙げている。これらには日常のなかで誰も
が体験しうる精神現象も含まれているが、その発生頻度と強度が個人の社会的・職業的な適応を
著しく低下させる水準まで達すると、解離性障害の診断基準を満たすようになる。また、解離性
障害とまではいかない健常群の示す高い解離傾向も、抑うつ、自傷、摂食の問題などと正の関連
を示す（例えば Boysan, 2014）ことから、近年は健常群を対象とした解離研究も重要視されている。
これまでの疫学調査では、解離性障害の有病率には性差があり、一般に女性は男性よりも有病
率が高いことが報告されている（American Psychiatric Association, 2013; Nijenhuis, Spinhoven, Van 
Dyck, Van der Hart, & Vanderlinden, 1996）。しかし一方で、一般大学生を対象とした先行研究では、
解離傾向の高低には性差がないとする報告も多く（Shin, Sung, & Chung, 2009; Yoshizumi, Hamada, 
Kaida, Gotow, & Murase, 2010; 田辺 , 1994）、解離傾向の高低と、解離性障害の有病率との間には性
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差のギャップがあることが示されている。
このような性差のギャップが存在する理由についてはこれまでにも多くの議論があるが、現在
は、解離性障害の有病率には本来性差が存在せず、女性の方が専門機関への受診率が高いために、
調査サンプルに偏りが発生しているとする説が有力視されている（Putnam, 1997）。しかし一方で
は、女性は男性よりも解離との親和性が高いとする知見も少なくない（オルフ・深沢・加茂・金 , 
2008）。例えば、池田・岡本（2011）は、大学生の解離傾向と関係性の持ち方との関連を検討し、
その結果、両者の関連の特徴は男女で異なり、女性は男性よりも関係性の変化に敏感で、そのた
め日常のなかで容易に解離が引き起こされやすい可能性があることを明らかにしている。また、
同様に吉住（2005）も、大学生の解離傾向と親の養育態度およびコーピング方略との関連を男女
の違いという観点から検討し、男性の解離傾向は“母親の過保護”によってのみ促進されるのに
対し、女性の解離傾向は“父親の非一貫性”“母親の配慮のなさ”“本人の問題回避傾向”により
促進されることを報告している。さらに Perry & Pollard（1998）は、脅威に対する急性反応にお
いて生じる２つの主要なニューロンパターンを同定し、男性は脅威に対し過覚醒反応が生じやす
いのに対し、女性は解離反応が生じやすいことを示している。
これらの知見は、女性は男性よりも日常のなかで解離傾向が高められやすく、そのため、解離
性障害に発展するリスクがより高いことを示唆している。しかし、現在、非臨床群の解離傾向と
他の要因との関連において、男女差という観点から検討している研究は少ない。よって、解離傾
向から解離性障害に至る過程のメカニズムをより臨床的に検討するためには、男女差を踏まえた
研究が必要であると考えられる。
ところで、解離の発生・維持要因については多くの議論があるが、感情制御困難性も解離傾向
の促進要因の一つであることが指摘されている（Putnam, 1997; 大河原 , 2008）。一般に感情制御：
Emotion Regulation とは「特定の手段を用いて感情と関連する対人場面や行動、生理状態を制御
すること」（Petermann & Kullik, 2011）や、「個人内で生じた感情の強度を状況に即した適切なレ
ベルに変化させること」（Gross, 1998）と定義されている。感情制御が困難である傾向を測定する
尺度としては、Gratz & Roemer（2004）の Difficulties in Emotion Regulation Scale （以下 DERS）
が一定の信頼性と妥当性を得ており、現在までに DERS はさまざまな感情障害と正の関連を示す
ことが報告されている（例えば Kuo & Linehan, 2009; Roemer et al., 2009）。
解離傾向と感情制御困難性との関連では、Serrano-Sevillano, González-Ordi, Corbí-Gran, & Vallejo-
Pareja（2017）は、一般成人 355 名を対象に調査を行い、解離傾向の高い群は低い群に比べ、
DERS のすべての下位尺度得点が有意に高いことを明らかにしている。また、Powers, Cross, Fani, 
& Bradley（2015）の研究では、DERS の下位尺度の内、“感情自覚困難”と“感情制御方略の少なさ”
は、特に解離傾向を強めることを明らかにしており、解離症状の抑制には自らの感情を認識する
能力を高めることや、感情制御のためのスキルを習得することが有効であることが指摘されてい
る。また、近年は、一部の医療機関において解離の予防と抑制を目的とした心理教育プログラム
の実践も行われており（大江・築地 , 2012）、そのなかでも感情制御機能を促進することが解離症
状の抑制には重要であることが示されている。
このように、解離傾向と感情制御困難性が正の関連を持ち、解離症状の抑制には感情制御機能
を高めることが有効であることが示されているが、先述の男女差という観点を踏まえると、解離
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傾向と感情制御困難性との関連においても男女で異なった特徴が示される可能性があり、その場
合、解離症状の予防・抑制を目的とした心理教育プログラムや臨床心理学的介入では、男女に対
し異なったアプローチが有効であることが想定される。そこで本研究では、大学生を対象に解離
傾向と感情制御困難性との関連の特徴を男女差という観点から明らかにし、解離傾向の予防と抑
制における性差の重要性について検討することを目的とする。
2．方法
2.1．調査対象者
関東近郊の４年制私立大学に通う学部生 334 名に調査を実施し、その内、回答に欠損のない 288
名が分析対象となった（有効回答率 86.2％）。内訳は男性 108 名、女性 180 名、平均年齢 20.34 歳
（SD=1.33）であった。
2.2．手続き
2018 年 10 月下旬から同年 11 月の上旬までの期間に無記名式で調査を実施した。その際、調査
協力は強制ではないこと、回答は匿名化されること、協力を拒否・中断しても不利益が生じない
ことなどを口頭と書面で説明し、同意が得られた者に対してのみ調査を行った。尚、本研究は武
蔵野大学人間科学部研究倫理委員会での承認を得て行われた（受付番号 30022）。
2.3．調査内容
①　フェイスシート
調査対象者個人の属性を集計するために、学年、学科、年齢、性別を尋ねた。
②　解離傾向を測定する尺度
解離傾向の高さを測定するために、解離性体験尺度日本語版：Dissociative Experiences Scale- Ⅱ
（小川・田辺 , 1992　以下 DES と表記）を用いた。本尺度は Bernstein & Putnam（1986）が開発
した DES の邦訳版で、個人の解離性体験を評価する自記式尺度として高い信頼性と妥当性が確認
されている。
本研究では、28 項目の各質問文に示された解離性体験が、どの程度自分に当てはまるのかを、0（そ
ういうことはない）から 100（いつもそうだ）までの 11 件法により回答を求めた。
③　感情制御困難性を測定する尺度
感情制御困難性を測定するために、日本語版感情制御困難性尺度：Japanese version Difficulties 
in Emotion Regulation Scale（山田・杉江 , 2013　以下 J-DERS と表記）を用いた。本尺度は、
Gratz & Roemer （2004）が開発した DERS の邦訳版で、個人の感情制御困難性を、“感情自覚困
難”“感情受容困難”“感情制御方略の少なさ”“行動統制困難”という４つの下位尺度から評価する。
J-DERS も原版と同様、十分な信頼性と妥当性が確認されている。
本研究では、16 項目の各質問文がどの程度自分に当てはまるかを、1（ほとんどない）から 5（い
つもそうだ）までの 5 件法により回答を求めた。本尺度は、得点が高い程、感情制御困難性が高
いことを表す。
2.4．分析方法
分析には SPSS ver. 25.0 を用いた。第一に、各尺度の基本統計量を男女別に求めた。第二に、各
尺度の関連を検討するために単相関分析を男女別に行った。第三に、男女別に解離と最も関連の
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ある感情制御困難性領域を特定するため、J-DERS の４尺度を説明変数、DES を目的変数とした
重回帰分析を行った。
3．結果
初めに、各尺度の得点の特徴を男女別に捉えるため、各尺度の基本統計量を算出した（Table １）。
DES の得点には顕著なフロア効果が認められたため、平方根による変数変換を行い、以降の分析
では変換後の値を用いた。また、各尺度の平均値の性差を確認するため Mann–Whitney の U 検定
を行ったところ、有意差は確認されなかった。次に、各尺度の関連の特徴を男女別に確認するため、
単相関分析を行った（Table ２）。その結果、男性については、DES と J-DERS 総合との間には中
程度の有意な正の相関（r=.61, p<.01）が、DES と J-DERS の４つの下位尺度との間には弱から中
程度の有意な正の相関（r=.47 ～ .59, p<.01）が認められた。女性についても、DES と J-DERS 総合
との間には中程度の有意な正の相関（r=.46, p<.01）が、DES と J-DERS の４つの下位尺度との間
には弱から中程度の有意な正の相関（r=.34 ～ .41, p<.01）が確認された。
Table 1　DES および J-DERSと下位尺度の平均値と標準偏差
（男性 n=108，女性 n=180）
性別 平均値 標準偏差
DES
男性 18.48 15.41
女性 16.27 12.94
J-DERS 総合
男性 2.66 0.81
女性 2.63 0.76
　感情自覚困難
男性 2.49 0.80
女性 2.65 0.85
　感情受容困難
男性 2.71 1.13
女性 2.48 1.05
　感情制御方略少なさ
男性 2.56 1.00
女性 2.52 0.98
　行動統制困難
男性 2.89 1.01
女性 2.89 0.99
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次に、DES と J-DERS との関係性の特徴をより詳細に捉えるため、J-DERS の４つの下位尺度を
説明変数、DES を目的変数とし、ステップワイズ法による重回帰分析を男女別に行った。分析で
は標準偏回帰係数が有意ではない変数については除外した。その結果を Figure １と Figure ２に
示した。分析の結果、男性については、“感情制御方略の少なさ”を投入したときの重決定係数が
最も高い値を示し（R2=.40、p<.001）、“感情自覚困難””感情受容困難”“行動統制困難”について
は有意なパスは見出せなかった。一方、女性では、“感情自覚困難”“行動統制困難”を投入した
ときの重決定係数が最も高く（R2=.27、p<.001）、”感情受容困難”“感情制御方略の少なさ”につ
いては有意なパスは見出せなかった。これらから、先行研究と同様、感情制御困難性が高いと解
Table 2　DES および J-DERS の相関係数
右上段が男性（n=108），左下段が女性（n=180）
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離傾向も高くなる傾向が示されたが、男女では感情制御困難性と解離傾向との関係性の特徴は異
なることも明らかとなった。
4．考察
本研究では、解離傾向と感情制御困難性との関連を男女差という観点から検討することを目的
とした。分析の結果、解離傾向と感情制御困難性の得点の高低についての比較では男女差は認め
られず、また相関分析では男女ともに感情制御困難性が高いほど解離傾向も高いことが示された。
これらは先行研究の知見（例えばSerrano-Sevillano et al., 2017; 田辺, 1994）を支持する結果であった。
しかし続く重回帰分析では、解離傾向と感情制御困難性との関連の特徴には、男女で違いがある
ことが確認された。男性では J-DERS の下位因子のうち、“感情制御方略の少なさ”のみが解離傾
向に対し有意なパスを示したのに対し、女性では“感情自覚困難”と“行動統制困難”が解離傾
向に対し有意なパスを持つことが確認された。これらから、大学生の解離傾向と感情制御困難性
は密接に関連しているが、男性と女性とでは解離を促進する感情制御困難領域が異なることが明
らかとなった。
男性の場合、“感情制御方略の少なさ”が解離傾向を特に強めるという結果となった。この因子
はネガティブな感情を制御することへの効力感の低さを表すとされている。一般に、感情制御方
略には性差があることが知られており、Gross & John（2003）では、男性は感情を抑え込むこと
で自身の感情を制御する傾向が女性よりも強いことを報告している。男性が抑制方略を示す背景
には、性役割に関する伝統的な価値観の関与が指摘されており、実際、渡邊（2017）の調査では、
男性被験者は「男性は人前でネガティブな感情を表出してはいけない」と考える傾向があること
が示されている。このような男性の示す感情の抑制方略を成功させるためには、感情制御能力の
なかでも、特に「ネガティブな感情を自分は制御できる」という制御効力感が重要な役割を果た
すのだと考えられる。これらから、男性にとって感情を制御することの困難さの自覚は、男性性
の脅威にもつながり、その結果、解離による感情処理が促進される場合もあるのだと推測される。
一方、女性の解離傾向は“感情自覚困難”と“行動統制困難”により促進されることが示された。
前者は個人内に生じたネガティブな感情を認識することの困難さを、後者はネガティブな感情が
生起した状況で目的志向的に行動することの困難さを表すとされる。Nolen-Hoeksema（2012）に
よれば、女性は、他者とのかかわりを通して得られるなぐさめや共感によって、不快な感情を適
切な量に制御する傾向が男性よりも強いことを報告している。しかし、Zaki & Williams（2013）は、
そういった対人的感情制御：Interpersonal Emotion Regulation には、相手からの反応に依存した
反応依存的な側面もあるとし、たとえば、他者とのかかわりのなかで相手から共感や受容といっ
たポジティブな反応を引き出せないと、感情制御は失敗する可能性があることを指摘している。
よって、女性に特徴的な対人的感情制御を成功させるためには、他者からポジティブな反応を引
き出すことが重要となり、そのためには自身の感情を自覚し、それを言語化し、状況に即した形
で他者とかかわるという目的的な行動を取ることが必要になるのだと推測される。これらから、
女性が“感情自覚困難”と“行動統制困難”である場合、他者とのかかわりのなかで感情を調整
することがうまくいかず、その結果、不快感情を解離により処理することが促進される場合があ
るのだと推測される。
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ただし、重回帰分析における女性の重決定係数は .27 であることから、女性の解離促進には、感
情制御困難性以外の要因の関与も大きいと考えられる。これは女性の解離発生のメカニズムの複
雑さを示唆し、女性の解離傾向は男性よりもさまざまな要因によって促進されやすいことを明ら
かにした先行研究の知見（池田・岡本 , 2011）と一致するものである。
以上、男女別の解離傾向と感情制御困難性との関連の特徴を踏まえると、解離傾向の予防と抑
制には、感情制御能力の向上が有効であると考えられるが、男女それぞれに対しては異なったア
プローチが効果的であることが推測される。また本研究では、女性については男性よりも解離傾
向を促進する要因が多いことが、先行研究（池田・岡本 , 2011）と同様に示された。このことは、
従来から言われているように、女性は将来的に解離性障害に発展するリスクが男性よりも高いこ
とを示唆していると考えられる。
さらに本研究では、DES 得点の高低には男女で有意差がなくとも、DES と J-DERS との関係性
には男女で異なった特徴があることが確認された。これは、解離傾向の発生、維持要因の理解に
おける男女の違いに着目することの重要性を示唆していると考えられる。しかし、これまでの解
離傾向に関する量的研究では、DES の得点の高低についてのみ性差を確認し、その値に有意差が
ない場合、以降の分析を男女混合で行っているものが散見されている。この場合、本来、存在し
うる解離傾向と他の要因との関連における性差が見落とされてしまう可能性もある。特に解離研
究においては、現在も臨床群の有病率と健常群の解離傾向の高低との間には性差のギャップが存
在し、その原因はいまだ解明しきれていない。したがって、白川（2008）が子どものトラウマ反
応における性差を検討するなかで指摘したように、解離の治療や研究においても性別にはセンシ
ティブに関与をすることが必要であるといえる。
最後に本研究における展望と限界について述べる。第一には、臨床への応用可能性についてで
ある。本研究では男女それぞれについて、感情制御のどのような側面の困難さが解離傾向を促進
するのかを明らかにしたが、今回の知見の具体的な応用については未検討である。第二には、解
離傾向と感情制御困難性の因果関係である。本研究では感情制御困難性から解離傾向への一方向
からの検討を行ったが、その逆の方向性、あるいは相補的関係性については検討していない。第
三には、解離の適応的側面についてである。本研究では解離傾向の高まりを不適応であるとの前
提に論を進めたが、解離傾向の高い群のなかには、精神的健康が良好な群と不良な群が存在する
ことも予想され、両群の示す感情制御困難性との関連は果たして同一の特徴を持つのか否かは未
検討である。特に青年期には解離傾向が高まることが知られているため、青年期の解離の適応性
については考慮すべき点である。第四には、解離のサブタイプについてである。本研究では先行
研究にならい、DES で測定される現象を解離性体験として一律に扱った。しかし、近年は DES で
測定される解離性体験を「健忘性の解離」と「離人性の解離」に分類した２因子法を用いた方が
臨床に即しているとの指摘もある。これらの課題を踏まえ、今後、さらなる調査が必要であると
考えられる。
近年は大学生の自傷や摂食の問題が注目されている。それらの現象には少なからず解離的な心
性の関与があるとの指摘もある。今後、そういった青年期の不適応の予防や改善を行ううえで、
解離傾向の発生と維持のメカニズムの理解を深めることは、極めて重要な課題であると考えられる。
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